
各 位

2008 年 10 月 6 日

SBI ホールディングス株式会社

SBI バイオテック株式会社

長春華普生物技術有限公司

SBI バイオテックが中国のバイオテック企業である長春華普生物技術有限公司

と新規核酸医薬の導入契約を締結

SBI ホールディングス株式会社の創薬事業子会社である SBI バイオテック株式会社

（本社：東京都港区、以下「SBI バイオテック」）と、中国のバイオベンチャー企業で

ある長春華普生物技術有限公司（英文名：Changchun Huapu Biotechnology Co., Ltd.、

本社：中国吉林省長春市、以下「長春華普」）は、核酸医薬の導入契約を締結しました

ので、お知らせいたします。

今回、SBI バイオテックが導入した核酸医薬候補の 3 化合物は、樹状細胞や B 細胞

に作用し、B 細胞に対するアポトーシス（細胞死）作用や樹状細胞を標的とした免疫賦

活作用や免疫抑制作用を有するものが含まれます。前臨床、臨床試験は、それぞれの化

合物の適応症に応じて、米国、中国、もしくは日本で実施する予定です。さらに、複数

国にわたる同時臨床開発の可能性も検討してまいります。

長春華普の会長である許為民氏は、「SBI バイオテックの創設者であり、日本におけ

る分子生物学の第一人者である新井賢一博士と共に働けることは栄誉なことです。私た

ちも SBI バイオテックと協業して、癌、感染症や自己免疫疾患に有効な治療薬を開発

していくことを楽しみにしています。｣と述べています。

SBI バイオテックの社長兼 CEO である新井賢一博士は、｢私たちは、免疫学の領域

でトップレベルにある長春のバイオベンチャー社と提携できることに満足しています。

抗体や低分子医薬と細胞治療の組み合わせにより、癌、免疫の領域で新たな治療に貢献

したいと考えています。」と述べています。

SBI バイオテックは、世界の研究リーダーと協力し、各国の有力研究機関、バイオベ

ンチャー企業、製薬企業等との提携により、創薬基礎研究と医薬製品化の事業領域にお

いて、日本・米国・中国・韓国にまたがるジョイント型創薬バイオベンチャーとして、

飛躍的な成長を目指してまいります。



（ご参考）

＜核酸医薬について＞

核酸医薬は、核酸の特異的な機能を利用して、分子標的医薬品として創薬や開発がなさ

れています。標的遺伝子発現を制御するアンチセンス DNA や siRNA、特定の標的タン

パクに特異的に結合するアプタマーや CpG オリゴヌクレオチド等があります。これら

の作用を有する医薬品を総称して核酸医薬と云います。

＜長春華普生物技術有限公司の概要＞

長春華普生物技術有限公司は、2002 年 2 月 8 日に中国 長春で設立されました。癌、

感染症及び免疫分野において核酸を用いた治療薬・予防薬の研究開発に特化したバイオ

ベンチャーであり、強固な知的財産権と医薬品パイプラインを構築しています。

＜SBI バイオテック株式会社の概要＞

SBI バイオテックは、SBI ホールデイングス株式会社傘下の医薬品会社であり、世界の

研究者ネットワークを通して複数の創薬パイプラインを日本・米国・中国・韓国等から

集めるグローバルなバイオベンチャーとして事業を展開しています。SBI バイオテック

は、SBI グループのネットワークを活用して多くのベンチャーキャピタルから資金を得

て研究開発を進めると同時に、製薬企業や大学病院との連携のもとに、創薬と新たな治

療法開発を進めています。SBI バイオテックの詳細については、ウェブサイト

www.sbibiotech.jp をご参照ください。

以上

＜本プレスリリースに関するお問い合わせ先＞

長春華普生物技術有限公司

メディア担当: Yan Shao

電話番号: +86-10-58836808

SBI バイオテック株式会社

企画国際協力部戸田敦子 03-5789-3200

E メール：web-sbibt@sbigroup.co.jp

ウェブサイト：www.sbibiotech.jp


